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９
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な
ど

　
映

画
「

浅
田

家
！

」
の

モ
デ

ル
と

な
っ

た
写

真
家

 浅
田

政
志

さ
ん

に
よ

る
撮

影
会

が
小

・
中

学
校

で
行

な
わ

れ
ま

し
た

。
 撮

影
さ

れ
た

写
真

は
、

令
和

４
年

１
月

よ
り

三
陸

鉄
道

の
車

内
に

展
示

さ
れ

ま
す

。
ぜ

ひ
乗

車
し

て
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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住民住民がが主役主役ののむらむら
特別会計決算を認定－特別会計決算を認定－

　

９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の

令
和
２
年
度
決
算
認
定
８
件
に
つ
い
て
、
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
い
ず
れ
も
「
認
定
」
さ
れ
ま
し
た
。

－特集－
決　算

令和２年度の決算状況

各 会 計
決　算　額 収入未済額

(税金の滞納など)歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 48億1,026万円 44億123万円 1億4,436万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 6億3,783万円 5億6,622万円 1,252万円

後 期 高 齢 者 医 療 4,193万円 4,166万円 0円

農業集落排水事業 6,327万円 5,199万円 3,000円

漁業集落排水事業 2,225万円 1,517万円 0円

公 共 下 水 道 事 業 5億3,204万円 4億4,066万円 224万円

簡 易 水 道 事 業 2億278万円 1億8,726万円 72万円

国 民 宿 舎 事 業 8,525万円 8,382万円 0円

合　　計 63億9,564万円 57億8,803万円 1億5,986万円

※金額は表示単位未満を切り捨てして表示しているため
　合計と一致しない場合があります。

一般会計歳出決算額の推移

単位：億円

繰入金
2億5,585万円(5.3%)
基金(貯金)等を取り崩したお金

その他交付金
1億3,930万円(2.9%)
地方消費税交付金など

村債
3億1,612万円(6.6%)　
金融機関からの借入金

国・県支出金
13億1,703万円(27.4%)
使い道が決められたお金

繰越金
3億9,640万円(8.2%)
令和元年度から繰り越されたお金

村税
3億6,043万円(7.5%)
村民税や固定資産税、たばこ税など

一般会計一般会計
歳入総額歳入総額

　48 億　48 億1,026万円1,026万円

その他
1億5,126万円(3.1%)
村の施設の使用料や寄付金など

地方交付税
18億4,007万円(38.3%)
村の収入だけでまかないきれない分
に対する国から補填されたお金

自主財源自主財源
25％25％

依存財源依存財源
75％75％

H28

72.0

H29

54.7

H30

54.6

R元

35.7

R2

40.1
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豊豊かなかな自然自然とと活力活力にみちにみちたた
令和２年度一般会計・令和２年度一般会計・

議会費
5,140万円(1.2%)
村議会の運営費

その他
3億372万円(6.9%)
労働費、商工費、災害復旧費

公債費
2億8,251万円(6.4%)
借金の返済

消防費
1億9,090万円(4.3%)
消防や火災予防の経費

教育費
3億1,574万円(7.2%)
小中学校や生涯学習の
経費

農林水産業費
2億7,828万円(6.3%)
農林業、畜産業、水産業の
振興に係る経費

土木費
5億1万円(11.4%)
道路や河川等の維持改良費

総務費
7億4,664万円(17.0%)
防災や財産管理の経費

民生費
8億8,709万円(20.2%)
社会保障の経費

衛生費
8億4,490万円(19.2%)
予防接種やごみ処理の経費

一般会計一般会計
歳出総額歳出総額

　44 億　44 億123万円123万円

令和２年度の一般会計・各特別会計の財政健全化判断比率

令和２年度の公営企業会計の資金不足比率

健 全 化 判 断 比 率 比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0 20.0

連 結 実 質 赤 字 比 率 － 20.0 30.0

実 質 公 債 費 比 率 7.1 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 － 350.0

公 営 企 業 会 計 名 比率 経営健全化基準

農 業 集 落 排 水 事 業 － 20.0

漁 業 集 落 排 水 事 業 － 20.0

公 共 下 水 道 事 業 － 20.0

簡 易 水 道 事 業 － 20.0

国 民 宿 舎 事 業 － 20.0

※比率が０％以下の場合は「－」と表記しています。

監査意見

中川　昇
監査委員

中村　司
代表監査委員

・�各会計決算書等は適正に作

成されており、係数に誤り

はないと認められた。

・�各会計の執行と事務処理は

おおむね適正であった。

・�定額の資金を運用するため

の基金は目的に沿って適正

に運用されていると認めら

れた。

・�財政健全化判断比率・資金

不足比率はいずれも基準数

値を下回っており、健全財

政と認められた。

・�今後は、経常経費の削減や

収入未済額の解消など財政

状況を注視し、災害からの

復興と並行して地方創生に

向けて各種施策の推進を図

ること。
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど

計
８
件
の
案
件
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く
議
員
11
名

で
構
成
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
（
米
田
徳
一
郎
委

員
長
）
で
９
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
９
月
16
日
の
定
例
会
本
会
議

で
報
告
し
ま
し
た
。

旧
下
安
家
地
区
応
急

仮
設
住
宅
移
転
改
修

事
業
後
の
活
用
は

問

旧
下
安
家
地
区
応

急
仮
設
住
宅
は
改

修
後
、
ど
の
よ
う
な
活
用

を
さ
れ
た
の
か
。

答

震
災
学
習
等
の
視

察
場
所
と
し
て
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

今
年
度
は
、
今
の
と
こ

ろ
１
件
の
視
察
受
け
入
れ

を
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
問
い
合
わ
せ
、
視

察
の
予
約
を
い
た
だ
い
て

い
た
が
、
こ
の
８
月
以
降

の
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
っ
た
。
引
き
続
き
震
災

学
習
の
受
け
入
れ
の
施
設

と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

野
田
村
定
住
促
進

事
業
費
補
助
金
の

実
績
と
内
訳
は

問

野
田
村
定
住
促
進

事
業
費
補
助
金
の

令
和
２
年
度
の
実
績
と
、

そ
の
内
訳
は
。

答

実
績
は
14
件
。
す

べ
て
賃
貸
住
宅
の

家
賃
補
助
。
補
助
金
の
制

度
に
は
、
新
築
等
の
補
助

も
あ
る
が
令
和
２
年
度
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
家
賃

補
助
と
な
っ
て
い
る
。

問

ど
う
い
っ
た
地
域

か
ら
、
ど
ん
な
年

代
の
方
が
転
入
し
て
き
て

い
る
の
か
。

答

14
件
の
う
ち
久
慈

管
内
か
ら
の
移
住

の
方
が
半
分
の
７
世
帯
。

岩
手
県
内
（
久
慈
管
内
を

除
く
）
か
ら
の
移
住
が
５

世
帯
。
残
り
２
世
帯
が
県

外
（
東
北
エ
リ
ア
）
か
ら

と
な
っ
て
い
る
。
三
大
都

市
圏
と
い
う
よ
う
な
大
き

な
と
こ
ろ
か
ら
の
移
住
は

な
か
っ
た
。

決算特別委員会
お金の使い道を審査

さ
け
種
卵
確
保
事
業

　
　
　
　

の
継
続
を

問

今
漁
期
も
サ
ケ
の

状
況
は
非
常
に
厳

し
い
。
秋
サ
ケ
は
本
村
漁

業
に
と
っ
て
大
事
な
基
幹

と
な
る
漁
種
。
サ
ケ
が
獲

れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
本
村
漁
業
者
が
い
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
今
後
も

支
援
を
。

答

平
成
28
年
の
台
風

10
号
以
降
、
大
き

く
影
響
を
受
け
て
お
り
、

北
海
道
か
ら
お
よ
そ
１
０

０
０
万
粒
を
移
入
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
村
で
は
助

成
を
し
て
い
る
。
実
際
に

効
果
が
で
る
の
は
４
年
後

以
降
に
な
っ
て
く
る
が
、

継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
、
１
人
１
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

整
備
の
成
果
は

問

一
般
教
室
に
通
信

環
境
を
整
え
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
た
こ

と
で
、
ど
う
い
っ
た
活
用

の
仕
方
を
し
て
い
る
の
か
。

答

中
学
校
で
は
す
で

に
整
備
が
完
了
し
、

課
題
に
対
し
て
、
生
徒
が

入
力
し
た
意
見
を
見
せ

合
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
調
べ

も
の
を
し
た
り
、
資
料
や

副
教
材
な
ど
の
閲
覧
、
生

徒
総
会
等
の
資
料
も
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
体
育
の
授
業
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
メ
ラ
機

能
を
利
用
し
、
自
分
た
ち

の
動
き
を
写
真
・
動
画
撮

影
し
な
が
ら
今
の
動
き
が

ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
う

な
ど
活
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
児
童
生
徒
が

自
分
た
ち
で
調
べ
、
考
え
、

ま
と
め
る
こ
と
で
学
び
を

深
め
て
い
く
「
令
和
型
の

授
業
」
を
展
開
。
こ
れ
ま

で
の
授
業
と
は
大
き
く
形

態
が
変
わ
っ
て
い
く
。

改修後の旧下安家地区応急仮設住宅

授業形態も変化してきています



　

第
９
回
村
議
会
定
例
会
が
９
月
８
日
か
ら
16
日
ま

で
の
９
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
等
７
件
、
議
員
発

議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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補
正
予
算

地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
支
援
補
助
金

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

起
業
を
支
援
す
る
と
と
も

に
村
へ
の
定
住
、
そ
し
て

村
の
活
性
化
を
図
る
も
の

で
、
必
要
な
機
材
や
機
械

等
を
支
援
す
る
な
ど
、
そ

の
事
業
に
係
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
。

　

現
在
、
村
内
に
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
３
年
の

任
期
を
終
え
た
元
隊
員
１

名
と
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
２
名
が
山
ぶ
ど
う
生

産
を
中
心
と
し
た
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

震
災
伝
承
活
動

市
町
村
支
援
事
業

　

一
般
社
団
法
人
東
北
地

域
づ
く
り
協
会
が
行
っ
て

い
る
「
東
日
本
大
震
災
震

災
伝
承
活
動
市
町
村
支
援

事
業
」
と
い
う
寄
附
事
業

を
活
用
し
、
今
年
度
は
大

き
く
３
つ
を
予
定
。

①�

震
災
伝
承
施
設
の
案
内

サ
イ
ン
の
整
備
。

②�
野
田
村
も
ロ
ケ
地
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
、
映
画

「
浅
田
家
！
」
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
も
交

え
た
映
画
の
上
映
会
。

③�

震
災
前
後
の
街
並
み
の

写
真
を
掲
示
し
た
パ
ネ

ル
の
多
言
語
対
応
の
整

備
。

地域おこし協力隊の起業を支援
村への定住、活性化に期待　

　

第
９
回
定
例
会
ま
で
に
受
理
し
た
請

願
１
件
に
つ
い
て
、
所
管
の
常
任
委
員

会
で
の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
で
審
議

し
ま
し
た
。

地域おこし協力隊の３年の任期を終え　
山ぶどう生産等へ取り組む山口光司さん

請 願
陳 情

受 理 番 号 請願第７号

件 名
東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出
方針を撤回し、安全な処理方法の確立を求める請願

請 願 者
宮古市　豊かな三陸の海を守る会　共同代表　横田有平
滝沢市　岩手県消費者団体連絡協議会　会長　川村　元

紹 介 議 員 古舘　幹男　　　　丹野　和子

付 託 先 総務教民常任委員会

審 査 結 果 採択
⇒国へ意見書提出

村内８か所に設置されています

山ぶどう収穫ボランティアの企画
や情報発信等もしています

【野田村ローカルビジョニング】
を検索



古舘 幹男 議員（Ｐ７）

－ 若年層の人口流出  野田村の方向性は －

丹野 和子 議員（Ｐ８）

－ 小学校建設計画  小学校建設に周辺環境整備も －

中川 大和 議員（Ｐ９）

－ 新型コロナウイルス  ワクチン接種の見通しは －

中 川　 昇 議員（Ｐ10）

－ 貧困対策  子どもの貧困対策を －

山田 陽子 議員（Ｐ11）

－ 河川工事  国へ上代川河川工事の早急な対応を －

一般
質問   村政を問う

　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分 となっており、１つの質問につき３回まで 質問する
ことができます。

議員５５人が登壇

議会だより　のだ　№ 157 －⑥
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 野田村の方向性は

村長　広域的な対策を進めていく
古舘　幹男 議員

若年層の人口流出

問

久
慈
広
域
で
の
若
年
層
の

人
口
流
失
が
進
ん
で
い

る
。
平
成
の
大
合
併
以
後
合
併
し

た
市
町
村
は
そ
れ
な
り
に
前
進
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
野
田
村

は
合
併
し
な
い
ま
ま
、
東
日
本
大

震
災
に
遭
遇
し
10
年
が
経
過
し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
の
復
興
は
形
と
し
て

は
成
し
遂
げ
ら
れ
た
が
、
事
業
終

了
後
も
若
年
層
の
人
口
流
失
は
進

ん
で
い
る
。
広
域
で
の
問
題
点
の

洗
い
出
し
、
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。村

長

久
慈
市
及
び
洋
野
町
合
併

直
後
の
平
成
18
年
と
直
近

令
和
３
年
を
比
較
し
た
人
口
減
少

率
は
、
久
慈
市
が
16
・
２
％
、
野

田
村
が
20
・
０
％
、
普
代
村
が
22
・

７
％
、洋
野
町
が
22
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。
大
学
等
へ
の
進
学
率
が

全
国
で
75
％
を
超
え
る
現
状
で
は

管
内
に
大
学
等
の
な
い
久
慈
地
域

に
お
い
て
若
年
層
の
人
口
流
出
は

避
け
ら
れ
な
い
。
県
で
は
北
い
わ

て
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
る
地
域
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
、
環
境
問
題
に
対
応
す
る
社
会

づ
く
り
を
一
体
的
に
推
進
す
る

「
北
い
わ
て
産
業
・
社
会
革
新
ゾ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
年
度
は
新
た
に
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
組
織
と

し
て
、
北
い
わ
て
13
市
町
村
な
ど

の
産
学
官
等
を
構
成
員
と
す
る

「
北
い
わ
て
産
業
・
社
会
革
新
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
設
立
を
進
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
場
を
活
用
し

て
各
自
治
体
に
共
通
す
る
課
題
に

対
し
広
域
的
な
対
策
を
進
め
て
い

く
。問

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
需
要
の
あ
る「
の
だ
塩
」

の
生
産
拡
大
を
考
え
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

村
長

の
だ
塩
を
使
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
様
々
な
業
者
、

事
業
所
等
が
あ
る
。
パ
ン
を
作
る

時
の
塩
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

な
業
者
さ
ん
で
も
使
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を

村
内
で
何
と
か
販
売
に
つ
な
げ
ら

れ
な
い
か
な
ど
模
索
し
て
い
る
。

新
し
い
道
の
駅
の
計
画

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

問

建
物
の
設
計
、
配
置
の
構

想
、
計
画
は
で
き
て
い
る

の
か
。
復
興
道
路
か
ら
見
え
る
場

所
と
の
こ
と
だ
が
、
復
興
道
路
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
が
ト
イ
レ

に
つ
い
て
、
一
旦
復
興
道
路
か
ら

下
り
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
不

便
に
感
じ
る
と
の
こ
と
。
ト
イ
レ

と
休
憩
を
メ
イ
ン
に
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

村
長

復
興
道
路
か
ら
す
ぐ
見
え
、

下
り
て
上
が
り
や
す
い
場

所
を
今
選
定
し
て
進
め
て
い
る
。

我
々
は
復
興
道
路
を
下
り
て
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
の
ト
イ
レ

の
問
題
が
様
々
な
利
用
者
か
ら
出

て
き
て
い
る
。
震
災
後
、
村
に
は

高
機
能
な
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
結
構
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
使
い
や
す
く
、

選
ん
で
も
ら
え
る
ト
イ
レ
と
い
う

こ
と
も
下
り
る
た
め
の
ひ
と
つ
の

選
択
肢
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

久
慈
工
業
高
校
の　
　

　

将
来
展
望
に
つ
い
て

問

今
年
度
の
岩
手
県
の
答
申

で
は
、
久
慈
工
業
高
校
の

統
合
は
見
送
ら
れ
た
。
野
田
村
の

様
々
な
支
援
が
功
を
奏
し
て
い
る

結
果
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
ど
こ

の
工
業
高
校
も
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
で
、
現
在
の
久
慈
工
業
高
校

の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

村
長

工
業
高
校
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
久
慈
工
業
高
校
で
は
、
地
域
と

の
連
携
に
よ
り
地
域
の
将
来
を
担

う
専
門
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し

た「
魅
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
岩
手
県
立

久
慈
工
業
高
等
学
校
を
守
り
育
て

る
会
で
は
、
入
学
者
数
の
増
加
に

向
け
て
様
々
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
村
で
は
こ
れ
に
加
え

て
、
新
た
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
支
援
に
も
着
手
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
村
と
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
大
阪
大
学
の
協
力

を
仰
ぎ
、
久
慈
工
業
高
校
生
に
対

す
る
大
阪
大
学
の
教
授
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
講
義
の
開
催
等
進
め
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎ 

少
子
化
対
策
と
し
て
の
義
務
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

10月９日には延期されていた
創立40周年記念式典が行われました

道路を下りて利用していただくには…
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 小学校建設に周辺環境整備も

村長　関係機関と調整・検討
丹野　和子 議員

問

野
田
小
学
校
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
、
各
種
の

委
員
会
等
が
開
催
さ
れ
、
多
岐

に
わ
た
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
付

近
の
道
路
の
改
良
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
場
所
、
周
辺
自
然

環
境
の
整
備
、
プ
ー
ル
を
利
用

し
や
す
く
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。
今
年
度
は
基
本
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

計
画
に
周
辺
整
備
に
つ
い
て
も

入
れ
る
の
か
。
ま
た
、
計
画
が

で
き
た
ら
住
民
へ
の
説
明
を
行

う
の
か
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
意
見
を
集

約
し
て
基
本
計
画
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
、
計

画
が
で
き
た
ら
住
民
へ
の
説
明

を
行
う
。
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら

示
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　

感
染
症
対
策
産
業
活
性
化

事
業
補
助
金
に
つ
い
て　

問

コ
ロ
ナ
禍
で
村
内
事
業

者
は
売
上
が
減
少
し
て

い
る
と
の
声
が
あ
り
、
引
き
続

き
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

事
業
者
全
般
が
使
え
る
よ
う
な

給
付
金
、
売
上
減
少
率
が
少
な

く
て
も
対
象
と
な
る
補
助
金
が

必
要
で
は
な
い
か
。

村
長

多
く
の
店
舗
や
事
業
者

が
活
用
で
き
る
感
染
症

対
策
に
必
要
な
必
需
品
の
購
入

や
事
業
拡
大
の
た
め
の
補
助
も

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
収
束

後
を
見
据
え
た
事
業
者
の
支
援

に
も
取
り
組
み
、
計
画
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

株
式
会
社
の
だ
む
ら
に　

対
す
る
指
定
管
理
料
支
出

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

問

国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
、
非

常
に
厳
し
い
経
営
状
況
下
に
あ

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
、

指
定
管
理
料
と
し
て
毎
年
１
５

０
０
万
円
を
上
限
と
し
て
支
出

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
指

定
管
理
料
の
支
出
に
つ
い
て
、

村
民
へ
の
説
明
と
経
営
が
一
年

で
も
早
く
改
善
さ
れ
る
よ
う
な

助
言
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長

経
営
状
況
に
関
し
て
は
、

広
報
等
で
周
知
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
経

営
に
つ
い
て
は
毎
事
業
年
度
の

決
算
を
分
析
し
て
、
改
善
に
向

け
た
助
言
に
努
め
て
い
く
。

小
学
校
、
中
学
校
の

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の

　
　
　
　

配
置
に
つ
い
て

問

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
が
あ
る
よ
う

に
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の

配
置
が
必
要
と
思
う
。
配
置
は

衛
生
的
で
使
い
や
す
い
よ
う
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
場
所

は
保
健
室
で
は
な
く
、
人
と
接

し
な
く
て
も
手
に
入
れ
ら
れ
る

所
が
よ
い
。
女
性
の
要
望
に
そ

う
い
う
こ
と
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い

か
。

教
育
長

生
理
用
品
は
保
健
室
で

無
償
提
供
し
て
お
り
、

養
護
教
諭
が
丁
寧
に
対
応
し
て

い
る
。
現
状
で
は
問
題
は
な
く
、

今
後
の
状
況
に
変
化
が
生
じ
た

場
合
に
対
応
を
考
え
て
い
く
。

小学校建設計画

村民ワークショップ等を開催し　　　

いろいろな方々の意見を伺っています

建設予定地の発掘調査も進んでいます
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問

重
症
化
を
防
ぐ
意
味
で

も
一
日
も
早
い
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
待
た
れ
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

村
長

国
が
示
す
接
種
順
位
に

基
づ
き
医
療
従
事
者
や

高
齢
者
施
設
入
所
者
と
施
設
従

事
者
の
ほ
か
、
住
民
の
年
齢
順

に
接
種
を
進
め
て
お
り
、
希
望

者
に
は
11
月
中
に
完
了
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

問

本
村
規
模
で
あ
れ
ば

も
っ
と
早
く
終
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
感
じ
る
が
、
前

倒
し
で
接
種
を
進
め
る
検
討
は
。

村
長

全
県
的
な
平
均
的
な
時

期
か
ら
す
る
と
決
し
て

遅
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

村
に
医
師
が
一
人
し
か
い
な
い

と
い
う
状
況
も
あ
り
難
し
い
。

医
師
と
一
日
の
接
種
者
数
を
若

干
増
や
せ
な
い
か
協
議
の
上
、

少
し
で
も
早
く
接
種
が
終
わ
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

さ
れ
な
い
方
へ
の
対
応

は
。

村
長

事
前
の
意
向
確
認
調
査

で
は
、
30
歳
以
上
の
住

民
の
う
ち
約
３
０
０
名
の
方
が

接
種
を
希
望
し
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
今
後
、
メ
リ
ッ
ト
な

ど
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
周
知

や
情
報
提
供
を
随
時
行
っ
て
い

く
。

土
砂
災
害
・
洪
水
対
策　

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

問

現
状
で
の
災
害
、
被
害

想
定
は
ど
の
よ
う
な
認

識
か
。
ま
た
、
想
定
に
対
し
て

の
災
害
防
止
策
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

村
長

村
で
は
防
災
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
て
い
る
が
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

状
況
の
更
新
と
合
わ
せ
て
、
土

砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
新
た
に
作
成
し
、
村
民
に

知
ら
せ
て
い
く
。
災
害
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
河
道
掘
削
や
砂

防
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
を

県
に
要
望
し
て
い
く
ほ
か
、
村

の
防
災
官
を
派
遣
し
防
災
教
育

を
通
し
て
地
域
の
防
災
力
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

問

三
陸
沿
岸
道
を
整
備
し

て
い
る
所
で
土
砂
崩
れ

や
越
水
が
発
生
し
た
が
、
地
域

へ
の
影
響
は
。

村
長

大
規
模
な
工
事
で
当
初

の
計
画
、
想
定
と
は
異

な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
三

陸
国
道
事
務
所
に
し
っ
か
り
と

し
た
整
備
や
修
復
を
要
望
し
て

い
く
。
完
成
後
も
住
民
等
の
情

報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
被
害
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
要
望
し
て

い
く
。

問

避
難
情
報
は
場
所
や
状

況
な
ど
具
体
的
に
発
令

し
た
ほ
う
が
効
果
的
と
考
え
る

が
。

村
長

予
測
困
難
な
気
象
現
象

に
発
信
の
難
し
さ
を
感

じ
る
が
、
国
・
県
等
の
情
報
を

基
に
具
体
的
な
避
難
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 ワクチン接種の見通しは

村長　希望者に対しては11月中に完了する見込み

１日も早い接種完了が望まれます

新型コロナウイルス

中川　大和 議員
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 子どもの貧困対策を

村長　総合的な支援に努めていく

貧困対策

問

国
の
調
査
に
よ
る
と
、「
子

ど
も
の
貧
困
率
」
は
13
・

５
％
で
あ
り
、
約
７
人
に
１
人
の

子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
貧
困
は
子
ど
も
の

成
長
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

自
己
肯
定
感
の
低
下
、
教
育
格
差
、

将
来
の
所
得
減
少
と
財
政
負
担
の

増
加
に
よ
る
社
会
的
損
失
に
つ
な

が
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
情

に
応
じ
た
適
切
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

村
長

貧
困
状
態
に
陥
っ
て
い
る

児
童
の
把
握
は
、
野
田
村

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に

お
い
て
、
県
児
童
相
談
所
や
民
生

児
童
委
員
な
ど
の
関
係
機
関
と
情

報
共
有
を
行
い
、
生
活
保
護
制
度

の
利
用
や
久
慈
圏
域
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業
に
よ
り
、
家

計
改
善
支
援
や
就
労
支
援
、
食
糧

支
援
な
ど
総
合
的
な
支
援
に
努
め

て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の　

　
　
　
　
　

定
住
支
援
を

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

全
国
で
お
よ
そ
５
，５
０

０
人
余
り
が
地
方
自
治
体
で
活
動

し
て
お
り
、
一
定
期
間
地
域
に
居

住
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産

品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の

地
域
お
こ
し
支
援
や
農
林
水
産
業

に
従
事
し
て
い
る
。
任
期
後
の
定

住
に
向
け
て
、
起
業
、
事
業
承
継

し
た
場
合
な
ど
継
続
的
に
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

考
え
を
伺
う
。

村
長

村
内
に
は
、
主
に
山
ぶ
ど

う
支
援
員
と
し
て
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２

名
の
ほ
か
、
３
年
の
任
期
を
終
え

た
元
隊
員
１
名
が
山
ぶ
ど
う
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
村
で
は
、

定
住
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業

支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援
し
て
い

く
。
村
民
と
の
強
い
絆
も
根
付
い

て
お
り
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
へ

の
貢
献
を
期
待
し
て
い
る
。

十
府
ケ
浦
公
園
へ　
　
　

　
　

健
康
遊
具
の
設
置
を

問

十
府
ケ
浦
公
園
は
開
設
以

来
、
子
ど
も
用
遊
具
の
設

置
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
住
民

が
外
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
場

を
整
え
る
こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

大
人
向
け
の
健
康
遊
具
を
設
置
し

て
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
が
健
康
づ
く
り
を
し

な
が
ら
、
く
つ
ろ
げ
る
公
園
に
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
考

え
を
伺
う
。

村
長

こ
れ
ま
で
、
児
童
用
・
幼

児
用
の
遊
具
を
整
備
し
て

き
た
が
、
今
年
度
は
更
に
低
年
齢

の
幼
児
用
の
遊
具
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。
大
人
向
け
の
健

康
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
は
今
後
、

規
模
や
維
持
管
理
費
な
ど
を
考
慮

し
検
討
し
て
い
く
。

三
陸
沿
岸
道
路
開
通
後
の

　
　
　
　
　

観
光
振
興
は

問

年
度
内
開
通
を
め
ざ
し
て

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

三
陸
沿
岸
道
路
は
、
人
や
物
の
流

れ
が
時
間
短
縮
に
よ
っ
て
拡
大
し
、

新
た
な
観
光
需
要
を
生
み
出
す
好

機
と
捉
え
、
地
元
の
資
源
を
磨
き

上
げ
本
村
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、

周
遊
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
や
体
験

型
観
光
、
被
災
地
教
育
観
光
の
推

進
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

村
長

新
た
な
観
光
需
要
を
取
り

込
む
た
め
、
本
村
の
魅
力

発
信
ポ
ス
タ
ー
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
都

営
地
下
鉄
へ
の
中
吊
り
広
告
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
遊
コ
ー

ス
の
設
定
は
広
域
で
連
携
し
た
取

り
組
み
、
体
験
型
観
光
は
「
塩
の

道
」
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ン

の
設
置
や
道
の
駅
の
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
へ
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
導
入
を
進
め
、
被
災
地
教
育
観

光
の
観
点
か
ら
、
旧
下
安
家
地
区

応
急
仮
設
住
宅
な
ど
震
災
伝
承
施

設
の
整
備
・
登
録
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

中 川�　 昇 議員

低年齢の幼児用遊具の設置が計画されています

レンタサイクル「のんチャリ」は　　
道の駅のだで貸し出しを行っています
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 国へ上代川河川工事の早急な対応を

村長　国は内部調整中、強く要望をする
山田　陽子 議員

問

令
和
元
年
の
台
風
19
号

に
よ
り
、
玉
川
地
区
の

上
代
川
は
高
規
格
道
路
工
事
の

影
響
で
濁
流
や
砂
利
の
流
失
な

ど
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
当
時
、

国
と
の
協
議
で
改
修
工
事
す
る

旨
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
２
年
経

過
し
て
い
る
。
未
整
備
の
遅
れ

の
理
由
は
。

村
長

国
と
の
協
議
で
、
原
形

復
旧
で
は
な
く
、
今
後

被
害
の
起
こ
ら
な
い
形
で
復
旧

を
要
望
し
た
。
昨
年
12
月
に
工

事
未
着
手
に
つ
い
て
国
か
ら
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
同
様
の
被
害

が
生
じ
な
い
よ
う
構
造
等
を
見

直
し
補
修
に
向
け
て
、
内
部
調

整
に
時
間
を
要
し
て
い
る
と
回

答
。
改
め
て
早
急
な
整
備
を
強

く
要
望
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　

　
　
　

感
染
症
に
つ
い
て

問

本
村
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
状
況
と
、

妊
産
婦
及
び
中
高
生
へ
の
対
応

は
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

村
長

12
歳
以
上
の
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
は
、
10
月

上
旬
か
ら
開
始
準
備
を
進
め
て

い
る
。
妊
産
婦
に
つ
い
て
は
、

希
望
者
へ
の
優
先
的
な
接
種
を

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

病
院
へ
の
通
院
や
生
活
支

援
体
制
の
実
態
に
つ
い
て

問

社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
数
は
。

村
長

現
在
８
名
の
支
援
者
登

録
。

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用

と
供
給
状
況
に
つ
い
て

は
。

村
長

８
月
末
ま
で
延
べ
12
件

の
利
用
。
草
刈
り
・
剪

定
・
ゴ
ミ
の
片
づ
け
・
話
し
相

手
な
ど
の
依
頼
。

問

通
院
の
支
援
状
況
に
つ

い
て
は
。

村
長

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日

の
運
行
で
、
17
人
の
登

録
が
あ
り
、
８
月
末
ま
で
に
延

べ
65
人
の
利
用
。

問

こ
の
数
値
は
、
想
定
し

て
い
た
数
値
な
の
か
。

村
長

昨
年
ま
で
地
域
福
祉
事

業
所
あ
づ
び
に
委
託
し

て
い
た
部
分
の
一
部
を
切
り
離

し
、
こ
の
４
月
か
ら
野
田
村
社

会
福
祉
協
議
会
へ
事
業
を
移
管

し
た
。
依
頼
対
象
者
が
違
う
こ

と
と
な
る
。
野
田
村
社
会
福
祉

協
議
会
で
進
め
て
い
る
こ
の
事

業
は
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
的
な
事
業
と

し
て
、
今
後
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
き
た

い
。

情
報
通
信
環
境
の　
　

　
　
　

更
新
に
つ
い
て

問
「
の
ん
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
」

を
開
始
し
て
か
ら
10
年

が
経
過
し
て
い
る
が
、
昨
今
の

情
報
通
信
環
境
は
、
Ⅰ
Ｔ
化
環

境
の
進
歩
に
よ
り
大
き
く
様
変

わ
り
し
て
い
る
。
更
新
に
つ
い

て
今
後
検
討
し
て
い
く
時
期
で

は
な
い
か
。

村
長

今
後
検
討
す
る
際
に
は
、

村
民
の
利
便
性
や
費
用

対
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
て
考

え
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎ 

村
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

◎ 

小
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
つ
い
て

◎ 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
◎ 

十
府
ヶ
浦
公
園
の
排
水
整
備

に
つ
い
て

同様の被害が生じないよう要望しています

河川工事

のんちゃんネット利用開始から
10年が経過しました
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会議 議案
番号 議案名・議案内容 議決結果

第９回
定例会
9/8

~

9/16

報　告
第１号

株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について
　⇒村が２分の１以上を出資している「株式会社のだむら」の経営状況などを報告するもの

－
報　告
第２号

令和２年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
　⇒村の財政・経営状況などを報告するもの

認　定
第１号

～

第８号

令和２年度野田村一般会計・各特別会計歳入歳出決算認定について
　⇒令和２年度の一般会計・各特別会計の歳入歳出決算を認定するもの

認定
（賛成全員）

議　案
第１号

令和３年度野田村一般会計補正予算（第４号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ5,882万5,000円を追加し、総額を39億9,211万4,000円とするもの

可決
（賛成全員）

議　案
第２号

令和３年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ2,164万4,000円を追加し、総額を6億5,973万1,000円とするもの

議　案
第３号

令和３年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ17万円を追加し、総額を1億6,254万7,000円とするもの

議　案
第４号

復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
　⇒条例の一部を改正するもの

議　案
第５号

財産の取得に関し議決を求めることについて
　⇒学校給食センター用に供する食器食缶洗浄機等を買い入れしようとするもの

議　案
第６号

野田村過疎地域持続的発展計画を策定することに関し議決を求めることについて
　⇒過疎地域の持続的発展の支援に関する規定により議決を求めるもの

議　案
第７号

教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
　⇒委員に任命することについて規定により議会の同意を求めるもの

議案一覧

※議長は採決に加わらない

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
「
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
」
に
つ
い
て
、

越
戸
和
美
氏
（
門
前
小
路
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
大
沢
伸
子
氏
の

後
任
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
に

越
戸 

和
美 

氏
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議会改革等に関する調査特別委員会

岩手県町村議会議員シンポジウム
~緊急事態における議会・議員の対応を考える～
　令和３年度の岩手県町村議会議員シンポジウムが10月19日（火）に岩手県自治会館で開催

され、野田村議会から米田徳一郎議員、米田忠一議員、中川大和議員の３名が参加しました。

　今回のテーマは「緊急事態における議会・議員の対応を考える」で、午前は基調講演、午

後は中川大和議員を含む県内４地区の代表がテーマについて意見発表やディスカッションを

し、議論を深めました。

開かれた議会運営の実現に向け、

議会改革や活性化に取り組んで

いきます。

委員長　山田 陽子

調査・研究事項

（１） 議会基本条例

（２） 議会報告会

（３） 議員定数 ・議員報酬

（４） 広報委員会

（５） その他議会改革に関する事項

　透明性の高い議会運営を確立するため、諸課題について調査・研究を行っています。

　住民の皆様から議会に対して広くご意見を伺いたいと思います。ご協力お願いいたします。

お近くの議員もしくは、野田村議会 特別委員会まで

（FAX 0194-78-3995　　メール gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp）

人数制限をしての開催となりました 中川大和議員が意見を発表しました



　

日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、
朝
晩

は
肌
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
は

今
号
よ
り
、
新
た
な
編
集
委
員
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
議
会
に
つ
い
て
、
そ
し
て

村
政
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に

発
信
し
、
村
民
の
皆
様
に
で
き
る

限
り
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
号
よ
り
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
に
よ
る
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
と
情
報
の

共
有
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
是
非
ご
意
見
等
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
不
安
が
一
日
も
早
く
終
息

す
る
こ
と
を
願
い
編
集
後
記
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。障

子
上 

文
義
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議
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だ
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発

　
行

　
日

／
令

和
３

年
10

月
29

日
発

行
責

任
者

／
野

田
村

議
会

議
長

印
　

　
　

刷
／

有
限

会
社

マ
ル

ニ
印

刷

編
　

集
／

野
田

村
議

会
広

報
編

集
委

員
会

　
　

　
　

〒
028-8201　

岩
手

県
九

戸
郡

野
田

村
大

字
野

田
20-14

　
　

　
　

TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

問題
写真家の浅田政志さんが
野田小・中学生を撮影した写真が
展示されるのはどこの車内？
　① のんちゃんバス
　② スクールバス
　③ 三陸鉄道

【前号の答え】 ① 高齢者
【当選者】 中野　めぐみ さん
　　　　　 澤口　恵達 さん

発発  

行行  

責責  

任任  

者者

　

議　
　

長　

 

廣 

内　
　

和 

之

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

 

障
子
上　

文 

義

　

副
委
員
長　

 

小
野
寺　

光 

男

　

委　
　

員　

 

米 
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正解者の中から抽選で３名の方に 景品をプレゼント！

【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【応 募 先】
　　〒028-8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194-78-3995 まで

【締め切り】11月20日消印有効とします。

【当選発表】
　 　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

　過去に発行された「議会だより のだ」は村
のホームページで見ることができます。

　村議会定例会は、３月・６月・９月・12月
に行われています。
　傍聴の手続きは、受付簿に必要事項を記入
するだけなのでとても簡単です。
　村の将来やあり方についての議論を直接聞
くことができます。皆様の傍聴をお待ちして
おります。

携帯電話やスマートフォンのカメラ機能で
読み取ると直接サイトにつながります

過去の「議会だより」は
ＨＰから見ることができます

議会傍聴にお越しください

次の定例会は12月です


